
　
八
月
十
日

　
八
時
前
、
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
若
松
氏
と
朝
食
。
八
時
半
迎
え
の
バ

ス
で
出
発
。
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
冬
の
王
宮
横
の
船
付
場
よ
り
ネ
ヴ
ァ

川
を
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
夏
の
王
宮
、
ペ
ト
ロ
ド
ヴ
ァ
レ
ェ
ツ
へ
。
三
〇
分

程
の
船
旅
と
い
っ
て
も
飛
行
機
み
た
い
な
水
中
翼
船
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
に

面
し
た
場
所
へ
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ま
で
二
五
〇
キ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
の
事
。
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ロ
シ
ア
嫌
い
が
良
く
解
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
近
す
ぎ
る
の

だ
。
バ
ロ
ッ
ク
と
い
う
よ
り
も
グ
ロ
テ
ス
ク
と
で
も
呼
び
た
い
程
の
ス
ー
パ

ー
キ
ッ
チ
ュ
の
大
噴
水
は
、
こ
こ
ま
で
や
る
か
と
言
う
位
の
ス
ー
パ
ー
キ
ッ

チ
ュ
さ
で
あ
る
。
宮
殿
内
も
、
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
の
あ
く
ど
さ
で

日
本
の
安
土
桃
山
文
化
あ
る
い
は
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
が
毛
嫌
い
し
た
日
光

東
照
宮
な
ど
は
実
に
、
さ
さ
や
か
な
モ
ノ
で
あ
る
。
ス
ラ
ブ
民
族
、
と
い
う

よ
り
ロ
シ
ア
皇
帝
は
ま
さ
に
タ
ウ
ト
の
言
う
通
り
将
軍
の
文
化
中
の
大
将
軍

の
文
化
で
あ
る
な
。
徳
川
将
軍
の
え
げ
つ
な
さ
位
で
怒
っ
て
も
ら
っ
て
は
困

る
。
ち
な
み
に
ド
イ
ツ
軍
は
こ
の
離
宮
を
焼
き
払
っ
た
が
旧
ソ
ビ
エ
ト
は
一

九
五
八
年
ま
で
に
こ
れ
を
復
元
し
た
。
今
、
こ
れ
は
度
外
れ
た
ス
ラ
ブ
バ
ロ

ッ
ク
と
し
て
ロ
シ
ア
の
宝
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
も
人
又
人
の
行
列
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
噴
水
を
見
学
し
て
、
帰
途
に
つ
く
。
帰
り
は
陸
路
バ
ス
で
。
高

級
ダ
ー
チ
ャ
が
並
ぶ
中
、
プ
ー
チ
ン
現
大
統
領
が
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

の
宿
泊
場
と
し
て
い
る
王
宮
も
バ
ス
の
窓
か
ら
眺
め
た
。
権
力
者
は
王
宮
が

お
好
き
な
の
だ
。
ブ
ッ
シ
ュ
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
も
、
そ
う
言
え
ば
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
王
宮
を
模
し
た
も
の
な
の
か
？
ア
レ
は
チ
ョ
ッ
と
違
う
か
。
サ
ン
ク

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
戻
り
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
へ
。
美
術
館
広
場
に

面
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
。
半
分
嫌
々
入
館
し
た
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術

館
は
こ
こ
も
又
、
人
間
の
行
列
の
大
群
で
あ
っ
た
が
、
展
示
物
は
凄
か
っ
た
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
聖
母
像
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
も
の
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
の
彫
刻
、
そ
し
て
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
最
高

の
も
の
だ
と
言
う
部
屋
を
走
る
よ
う
に
巡
っ
た
。
帰
り
が
け
に
チ
ラ
ッ
と
見

た
エ
ジ
プ
ト
の
部
屋
が
凄
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
じ
っ
く
り
見
て
い
た
ら
数
日

か
か
る
で
あ
ろ
う
。
十
五
時
半
、
ホ
テ
ル
ア
ス
ト
リ
ア
に
戻
っ
て
小
休
。
家

よ
り
若
松
氏
の
α
社
経
由
で
社
長
の
ケ
イ
タ
イ
に
連
絡
が
入
り
、
若
松
氏
も

事
故
か
と
思
い
私
の
部
屋
に
か
け
つ
け
て
く
れ
た
が
、
息
子
雄
大
の
ヨ
ッ
ト

部
に
白
井
早
大
総
長
が
十
二
日
午
後
来
る
と
の
事
で
、
お
目
に
か
か
る
事
に

し
た
。
モ
ス
ク
ワ
大
学
か
ら
の
依
頼
も
伝
え
る
事
が
出
来
て
、
良
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
あ
っ
た
。
十
九
時
二
十
五
分
ホ
テ
ル
発
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
劇
場
へ
。

二
〇
時
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
交
響
楽
団
の
多
分
二
軍
に
よ
る
演
奏
に
よ
る
ロ
シ

ア
バ
レ
エ
を
観
る
。
ひ
ど
く
退
屈
。
私
は
ロ
シ
ア
バ
レ
エ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
幕
間
を
挟
ん
で
二
幕
二
時
間
を
眠
り
な
が
ら
、
ガ
マ
ン
す
る
。
二

十
二
時
修
了
。
サ
ァ
ー
、
メ
シ
喰
う
ぞ
と
ホ
テ
ル
の
近
く
の
日
本
料
理
に
行

く
も
ダ
メ
で
又
、
劇
場
近
く
の
「
焼
鳥
」
な
る
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
に
長
征
す

る
も
満
員
で
入
れ
ず
。
仕
方
な
く
近
く
の
太
平
洋
と
い
う
名
の
日
本
料
理
屋

に
行
く
。
若
松
氏
と
日
本
酒
を
飲
む
。
馬
に
乗
っ
て
通
り
過
ぎ
る
娘
達
が
い

た
。

　
八
月
十
一
日

　
一
時
過
ホ
テ
ル
に
戻
る
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
十
一
時
位
迄
明

る
い
の
で
、
時
間
感
覚
が
ゆ
ら
ぐ
。

　
こ
こ
で
一
番
驚
い
た
の
は
、
私
が
今
、
製
作
し
て
い
る
銅
版
画
に
彫
り
込

ん
で
い
る
建
築
群
の
一
部
が
あ
っ
た
事
で
あ
る
。
ま
さ
か
こ
ん
な
モ
ノ
、
無
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い
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
の
製
作
自
体
も
又
、
ゆ
ら
ぐ
。
海
軍
省
の
建
築
な

ん
か
は
そ
の
モ
ノ
、
ズ
バ
リ
で
あ
っ
た
。
私
の
想
像
力
な
ん
て
他
愛
な
い
も

の
だ
。
し
か
し
何
故
、
ス
ラ
ブ
バ
ロ
ッ
ク
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
は
な
に
し
ろ
寒
く
て
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
。

ホ
テ
ル
の
バ
ス
ル
ー
ム
の
豪
華
さ
と
比
較
し
て
、
そ
の
鏡
に
写
っ
て
い
る
私

の
顔
の
貧
相
な
事
よ
。
上
手
に
年
令
を
積
み
重
ね
て
い
な
い
な
実
に
。
八
時

朝
食
を
一
人
で
と
る
。
今
日
は
モ
ス
ク
ワ
経
由
、
東
京
迄
の
長
旅
で
あ
る
。

体
調
悪
し
。
明
日
は
総
長
と
葉
山
で
会
っ
た
り
、
高
山
建
築
学
校
の
会
で
鈴

木
博
之
、
木
田
元
両
先
生
と
夜
会
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
か
ら
、
体
力
を
温
存

し
て
お
か
な
く
て
は
。
飛
行
機
は
ズ
ー
ッ
と
眠
っ
て
ゆ
く
事
に
決
め
る
。
鼻

水
が
グ
ズ
グ
ズ
し
て
情
け
な
い
。
十
時
前
部
屋
に
戻
っ
て
休
む
。
帰
り
仕
度

も
全
て
終
え
た
。
十
一
時
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
終
え
て
、
空
港
へ
発
つ
。
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
ガ
イ
ド
の
女
学
生
は
吉
本
ば
な
な
と
村
上
春
樹
の

フ
ァ
ン
で
あ
り
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
小
説
は
自
分
達
の
フ
ィ
ー
リ
ン

グ
と
近
い
と
言
う
よ
う
な
事
を
述
べ
て
い
た
の
も
印
象
深
い
。
バ
ス
の
中
で

遂
に
ダ
ウ
ン
。
熱
は
無
い
よ
う
だ
が
、
鼻
水
が
苦
し
い
。
バ
ス
の
最
後
部
座

席
で
横
に
な
っ
て
寝
た
。
今
、
十
四
時
半
空
港
内
部
待
合
い
室
で
待
た
さ
れ

て
い
る
。

　
八
月
十
二
日

　
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
、
モ
ス
ク
ワ
経
由
で
今
日
の
十
時
前
Ｎ
Ｒ
Ｔ
に

戻
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
飛
行
機
で
は
何
も
食
べ
ず
、
何
も
飲
ま
ず
、
た

だ
た
だ
眠
っ
た
。
余
程
疲
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
十
時
前
Ｎ
Ｒ
Ｔ
着
。
若
松

氏
の
車
で
品
川
へ
。
京
浜
急
行
品
川
で
家
内
と
待
ち
合
わ
せ
て
、
十
三
時
四

〇
分
頃
三
崎
口
へ
。
駅
前
の
食
堂
で
ま
ぐ
ろ
丼
食
べ
る
。
タ
ク
シ
ー
で
油
壺

マ
リ
ー
ナ
へ
。
早
大
ヨ
ッ
ト
部
Ｏ
Ｂ
の
並
木
氏
別
荘
月
光
ハ
ウ
ス
へ
。
十
四

時
半
過
、
江
ノ
島
よ
り
ヨ
ッ
ト
で
白
井
総
長
着
く
。
モ
ス
ク
ワ
大
学
よ
り
の

依
頼
状
説
明
し
て
渡
す
。
な
な
か
ま
ど
の
ウ
ォ
ッ
カ
を
ヨ
ッ
ト
部
に
差
し
上

げ
る
。
キ
ャ
ビ
ア
も
。
十
六
時
過
ま
で
。
ヨ
ッ
ト
部
の
Ｏ
Ｂ
に
送
っ
て
い
た

だ
き
、
三
崎
口
へ
。
只
今
十
九
時
品
川
で
乗
り
換
え
て
山
手
線
車
中
。
高
山

建
築
学
校
の
会
で
駒
込
に
向
か
っ
て
い
る
。
二
〇
時
前
、
駒
込
の
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

　
で
木
田
元
先
生
、
鈴
木
博
之
先
生
、
趙
海
光
氏
等
と
高
山
建
築
学
校
の
記

録
本
の
出
版
お
祝
い
の
会
。
久
し
振
り
に
木
田
元
先
生
と
お
目
に
か
か
る
。

楽
し
い
会
で
あ
っ
た
。
今
日
は
鈴
木
博
之
と
は
別
の
電
車
で
帰
っ
た
の
で
、

行
き
先
を
間
違
え
る
事
も
な
く
、
平
穏
に
帰
れ
た
。
木
田
元
先
生
は
相
も
変

わ
ら
ず
泰
然
自
若
と
し
て
ら
し
て
、
今
は
も
う
七
十
六
才
。
俺
の
方
が
ど
う

や
ら
長
生
き
し
そ
う
だ
、
と
豪
語
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
か
も

知
れ
な
い
と
思
わ
ぬ
で
も
な
い
。
二
十
二
時
四
〇
分
現
在
、
山
手
線
池
袋
を

通
り
過
ぎ
た
。
二
十
三
時
半
世
田
谷
村
帰
着
。

　
八
月
十
三
日

　
午
前
中
世
田
谷
村
。
午
後
研
究
室
。
二
十
三
時
過
迄
打
合
わ
せ
。
二
十
四

時
半
世
田
谷
村
に
戻
る
。

　
八
月
十
四
日

　
十
時
、
難
波
和
彦
先
生
他
十
名
程
世
田
谷
村
来
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ハ

ウ
ス
研
究
の
取
材
。
十
二
時
過
迄
。
難
波
さ
ん
、
家
内
と
宗
柳
で
昼
食
。
十

五
時
過
迄
。
研
究
室
へ
。
打
ち
合
わ
せ
。
二
〇
時
前
修
了
。
世
田
谷
村
戻
り
。

今
日
は
家
内
の
誕
生
日
で
食
事
を
す
る
。
大
き
な
家
に
二
人
切
り
と
言
う
の

も
仲
々
の
も
の
だ
。

　
八
月
十
五
日
　
日
曜
日

　
午
前
中
、
少
し
寝
過
ご
し
た
が
、
八
時
よ
り
〆
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
室
内

原
稿
書
く
。
今
夕
ま
で
に
送
ら
な
く
て
は
本
当
に
ダ
メ
だ
と
工
作
社
長
井
か
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ら
言
わ
れ
て
い
る
。
十
二
時
前
何
と
か
書
き
上
げ
る
。
当
然
、
ロ
シ
ア
の
ダ

ー
チ
ャ
に
つ
い
て
書
く
も
紙
数
が
足
り
な
い
。
山
本
夏
彦
さ
ん
程
の
短
文
の

技
術
も
知
識
量
も
無
い
か
ら
、
紙
数
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
っ
て
し
ま
う
。

手
を
入
れ
て
十
四
時
頃
最
終
稿
を
工
作
社
に
送
附
し
た
。
念
の
為
、
工
作
社

に
電
話
し
た
ら
、
元
気
な
女
性
が
応
答
。
勿
論
日
曜
日
だ
と
言
う
の
に
長
井

も
い
て
、
私
の
原
稿
に
キ
チ
ン
と
注
文
を
つ
け
た
。
す
で
に
、
女
性
の
時
代

に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
十
五
時
研
究
室
へ
発
つ
。
野
村
、
渡
辺
と
打
ち
合
わ

せ
。
石
井
の
図
面
を
見
る
。
十
九
時
前
、
研
究
室
を
発
ち
、
二
〇
時
世
田
谷

村
、
雄
大
が
合
宿
所
よ
り
戻
っ
て
い
た
の
で
三
人
で
食
事
。
長
男
も
大
学
は

体
育
会
系
の
運
動
部
に
所
属
し
た
の
で
、
何
と
か
ま
と
も
に
や
れ
て
い
る
。

ヨ
ッ
ト
部
に
行
き
た
い
と
い
う
の
を
、
最
初
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
と
怒

り
も
し
た
が
、
ア
レ
は
私
が
間
違
っ
て
い
た
。

　
私
た
ち
は
自
分
自
身
で
は
何
も
作
れ
ぬ
人
種
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
身
の
廻
り
の
モ
ノ
一
切

合
切
を
買
っ
て
、
買
い
ま
く
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
余
っ
た
モ
ノ
は
こ
れ
も

又
捨
て
ま
く
る
。
そ
れ
で
出
現
し
て
い
る
大
量
の
ゴ
ミ
の
山
。
世
田
谷
村
だ

っ
て
凄
い
ゴ
ミ
を
毎
週
出
し
て
い
る
。
そ
の
象
徴
が
日
本
の
戸
建
住
宅
で
あ

る
。
あ
れ
は
そ
ん
な
大
量
消
費
生
活
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
。
住
宅
自
体
も
又
、

何
も
生
産
し
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
食
料
も
。
つ
ま
り
、
日
本
の
戸
建
住
宅

の
ほ
と
ん
ど
の
実
体
は
ゴ
ミ
な
の
だ
。
総
合
性
の
世
界
か
ら
眺
め
れ
ば
そ
う

だ
。
戸
建
住
宅
の
未
来
は
何
処
に
あ
る
の
か
な
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
大
事
な

意
味
を
発
見
で
き
る
の
か
、
屋
上
菜
園
く
ら
い
し
か
無
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
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